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１．当該年度における研究開発の実施概要 

（１）研究開発概要 

災害・緊急時に運用される有人機・無人機を対象に、複数の通信媒体を活用して動態・気象等の運

航情報や任務関連情報を収集・統合し、安全な間隔を確保した上での有人機・無人機の連携や任務

割当等の運用上の判断を支援する「運航安全管理システム」を開発します。研究開発したシステム・

技術は、ユーザ候補の公的機関と連携した運用評価を行い、ユーザニーズを研究開発に随時フィー

ドバックしながら実用性を高め、早期の社会実装を図ります。 

（２）実施内容と成果の概要（研究開発開始から当該年度末まで） 

令和 5（2023）年度 

2023年度は、能登半島地震における有人機と無人機の運用に関する調査やユーザ候補との意見交

換を踏まえて、本提案で研究開発する運航安全管理システムに求められる要件を整理しました。 

また、運航安全管理システムを構成する各研究開発項目において、次年度からの本格的な研究開

発に向けた検討・試作・開発環境の構築を行いました。 

 

令和 6（2024）年度 

2024年度は、３つの運用モデル（警備・災害・遠隔地）の基本となる「基本モデル」の設計・開

発を行いました。また 2025年度実証に向けた運用モデル（警備）の検討・設計・製作作業を実施し

ました。省庁・自治体・企業等との調整の結果、2025年度実証に向けたデータフォーマット・シス

テム構成を確定しました。 
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